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賃貸住宅管理業務に関するアンケート調査 

＜結果概要＞ 

 

■調査実施概要 

１．調査目的 

賃貸住宅管理業者と家主・入居者とのトラブルの実態、賃貸住宅管理業者の事業形態や家主

との管理業務の契約状況等を詳細に把握し、賃貸住宅管理業の現状や課題を検証した上で、賃

貸住宅管理業者登録制度における未登録業者の登録促進や登録制度の見直しなど、賃貸住宅管

理業の適正化につなげることを目的とする。 

２．主な調査事項 

＜賃貸住宅管理業者＞ 

会社概要、登録・未登録の理由、事業形態、グループ企業等の役割分担の状況、管理住戸の

状況、管理業務の実施状況、家主・入居者とのトラブルの対応状況、契約状況、家賃保証の

状況、営業手法、契約内容の事前説明状況 

＜家主＞ 

所有物件の取得経緯等、管理業務の委託状況、契約状況、サブリース契約の事前説明の状況、

トラブル事例 

＜入居者＞ 

トラブル事例 

３．調査方法 

＜賃貸住宅管理業者＞アンケート調査（郵送・Ｗｅｂ） 

＜家 主＞アンケート調査（Ｗｅｂ） 

＜入居者＞アンケート調査（Ｗｅｂ） 

４．調査対象 

＜賃貸住宅管理業者＞登 録 業 者：４，４２９社 

未登録業者：７，１０９社  合計 １１，５３８社 

＜家 主＞Ｗｅｂアンケート調査会社のモニター（全国） 

＜入居者＞Ｗｅｂアンケート調査会社のモニター（全国） 

５．回収結果 

＜賃貸住宅管理業者＞有効回答数：２，９４７社（回答率：２５．５％） 

＜家 主＞有効回答数：４１４名 

＜入居者＞有効回答数：３１０名 

６．調査期間 

＜賃貸住宅管理業者＞令和元年７月５日～２６日 

＜家 主＞令和元年７月３１日～８月２日 

＜入居者＞令和元年７月３１日～８月１日 

別 紙 
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【アンケート調査結果のポイント】 

 

※「受託管理」･･･家主（賃貸住宅の所有者）から委託を受けて賃貸住宅の管理を行う形態 

 「サブリース」･･･家主から賃貸住宅を借り上げて入居者に転貸する形態 

 

＜賃貸住宅管理業者＞ 

①管理業者の管理物件（賃貸住宅）に関する事業形態※1 を見てみると、受託管理、サブリース

いずれの場合においても、「受託管理契約又はサブリース契約＋建物管理」の形態をとる業者

の割合が高い（7～8 割程度）。これに「賃貸住宅販売」、｢建築請負｣又は｢土地又は販売業者の

紹介・土地販売＋建築請負」を併せた形態をとる業者の割合が、それぞれ 2 割弱～3 割弱とな

っている。【Q16、Q33】 
②管理業者が実施する管理業務としては、受託管理、サブリースいずれの場合においても、「苦

情対応」、「敷金精算・原状回復」、「契約更新」の割合が高い（8 割弱～9 割弱程度）。「清掃」、

「維持管理・修繕（設備点検等）」については、受託管理、サブリースいずれの場合において

も、再委託で実施している割合が高い。【Q24、Q40】 
③管理業者が抱えるトラブルで対応困難なものとしては、受託管理、サブリースいずれの場合

においても、「借主間、近隣住民との間の苦情対応」の割合が高い（受託管理：約 52%、サブ

リース：約 29%）。また、受託管理では、「退去時の原状回復の箇所や費用負担に係る家主・

借主との協議」（約 42%）、サブリースでは、「家主とのサブリース契約の条件変更のうち、特

に賃料改定の金額」（約 34%）の割合が高い。【Q31、Q61】 
④サブリース業者が契約締結時に家主に対して説明している契約内容としては、「将来の家賃変

動の条件」（約 62%）、「賃料の固定期間・改定時期」（約 60%）、「周辺の家賃相場」（60%）の

割合が上位を占めているが、6 割程度にとどまっている。【Q57】 
 

＜家主＞ 

①所有物件の購入等にあたり、資金調達の方法としては、「金融機関からの借り入れ」（約 34%）、

「預貯金、有価証券売却代金、退職金」（約 24%）の割合が高い。また、借り入れの割合とし

ては、物件購入価格の「7 割程度」（約 19%）、「8 割程度」（約 18%）、「9 割程度」（約 17%）、

「すべて（10 割）」（約 16%）の割合が高い。【Q11、Q13】 
②賃貸住宅経営に関する知識の習得方法としては、「インターネット（SNS 等）による情報収集」

（約 30%）、「セミナーや不動産投資スクールへの参加」（約 25%）、「友人・知人からの情報提

供」（約 24%）の割合が高い。【Q14】 
③所有している賃貸住宅の管理方法としては、「業者に任せず、全て自ら管理している」（約 19%）

が 2 割程度にとどまっており、「入居者募集から契約、それ以降の管理も全て業者に委託して

いる」又は「入居者募集や契約、それ以外の管理業務の一部を業者に委託している」（あわせ

て約 82%）の割合が高い。【Q15】 

④受託管理業者に委託している管理業務としては、「入居時の契約支援（契約時の管理内容の説

明等）」（81%）、「賃貸借契約の更新」（約 79%）、「敷金精算・原状回復」（約 77%）の割合が

高い。一方、家主自ら実施している管理業務としては、「修繕積立金の管理」（28%）の割合が

高い。【Q17】 
⑤受託管理業者に管理業務を委託している理由としては、「契約更新・終了時のトラブルをなく

したいから」（約 52%）、「自分自身の賃貸契約および管理に関する専門知識が不足していると

感じるから」（約 50%）の割合が高い。【Q19】 
 
 

                                                   
※1 関係先（グループ企業・提携先等）との連携を含めて、件数の多いもの上位３つまで選択。 
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⑥受託管理業者とのトラブルとしては、「賃料・敷金などが、管理業者から入金されるまでに時

間を要する」又は「入金されないことがある」（あわせて約 22%）、及び「管理業務の内容に

関する認識が管理業者との間で異なっており、期待する対応がなされない」、「内容、金額等に

関する協議がないまま勝手に修繕等が行われ、費用を請求される」、「管理業者から管理業務

に関する報告がなく、適切に対応がなされているか把握できない」、「管理業者から入金され

る賃料等から不明な費用が差し引かれている」（あわせて約 26%）の割合が高い。【Q21】 
⑦サブリース業者と契約している理由としては、「管理等の手間が大変だから」（約 48%）、「安

定的な収入を得たいと考えたから」（約 48%）の割合が高い。【Q29】 
⑧サブリース物件取得の際に業者等から受けた営業（勧誘）状況については、8 割程度が営業

（勧誘）を受けており、そのうち、「サブリース業者」のみの営業（勧誘）（10%）の割合は 1
割にとどまり、「不動産業者」又は「建設会社」が関与する営業（勧誘）（約 64%）の割合が

6 割程度と高い。このように、複数の業者から営業（勧誘）を受けている状況が見られる。ま

た、これらの営業（勧誘）のうち、「サブリース契約を前提とした営業（勧誘）」（約 73%）で

あった割合が高い。【Q34、Q36】 
⑨サブリース業者からサブリース契約の締結時に説明を受けている契約内容としては、「将来の

家賃変動の条件」（約 60%）、「空室のリスク」（約 56%）、「修繕工事費用」（約 56%）」、「賃料

の固定期間・改定時期」（約 55％）、「賃料減額のリスク」（約 55%）の割合が上位を占めてい

るが、6 割程度にとどまっている。【Q37】 
⑩サブリース業者とのトラブルとしては、「サブリース物件の収入や費用、契約内容の変更条件

などが家主に十分に説明がなかった」（約 23%）の割合が高い。【Q39】 
 

＜入居者＞ 

①トラブルの経験内容としては、「水漏れや設備の故障等修繕の必要性が発生した際、対応に

著しく時間がかかった又は対応してくれなかった」（約 44%）、「入居者同士でのトラブルが

発生した」（約 23％）、「入居中に管理サービスの水準が低下した」（約 15%）、「退去時の原

状回復に関し、支払う必要がないと考えられる費用の負担を求められた」（約 14％）の割合

が高い。【Q10】 
②発生すると深刻だと思うトラブルの内容としては、「家主や管理業者から不明朗な費用の請求

がある」（約 42%）、「退去時の原状回復に関し、支払う必要がないと考えられる費用の負担を

求められる」（約 38%）の割合が高い。【Q13】 
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24.4

18.0

27.8

79.5

14.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土地又は販売業者の紹介・土地販売②③＋建築請負④＋受託管理契

約⑥＋建物管理⑨

建築請負④＋受託管理契約⑥＋建物管理⑨

賃貸住宅販売⑤＋受託管理契約⑥＋建物管理⑨

受託管理契約⑥＋建物管理⑨

上記以外

無回答

[Q16 ： N=2911]

■調査結果概要 

 

 賃貸住宅管理業者  

○賃貸住宅管理業者向け実態調査の結果概要 

・調査票送付数      ：１１，５３８業者 

・有効サンプル数     ： ２，９４７業者 

サブリース      ：    ３６業者（１．２％） 

サブリース＋受託管理 ：   ６９０業者（２３．４％） 

受託管理       ： ２，２２１業者（７５．４％） 

  ◇登録状況：登録業者５８％、未登録業者４２％ 

 

 

１．受託管理 

（１）事業形態 

受託管理業者の管理物件（賃貸住宅）に関する事業形態（関係先（グループ企業、提携先等）

との連携を含む。）としては、「受託管理契約＋建物管理」の形態をとる業者が 8 割程度とな

っている。これに「賃貸住宅販売」を併せた形態をとる業者が 3 割近くに達しており、「土地

又は販売業者の紹介・土地販売＋建築請負」を併せた形態をとる業者が 2 割を超えている。

また、「建築請負」を併せた形態をとる業者が 2 割近くに達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【複数回答（管理している物件のうち、事業形態として件数の多いもの上位３つまで選択）】 
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12.8

32.5

18.8

7.8

41.9

31.0

52.3

18.9

10.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家主との家賃の見直しなどの条件変更の協議

借主に対する家賃の督促

契約更新時の借主との家賃の増額に係る協議

契約更新時の借主との契約更新料・事務手数料の増額に係る協議

退去時の原状回復の箇所や費用負担に係る家主・借主との協議

修繕の箇所や費用負担に係る家主・借主との協議

借主間・近隣住民との間の苦情対応

物件が期限までに明け渡されない場合の対応

無回答

[Q31 ： N=2911]

78.9

78.8

84.3

86.6

89.1

38.9

45.4

15.4

82.9

6.2

9.0

0.9

3.4

2.1

35.9

30.1

1.4

1.5

1.8

2.6

1.0

0.9

0.8

6.3

6.6

1.6

0.7

4.7

1.0

4.2

0.8

0.3

5.6

4.8

53.4

3.7

8.4

8.6

9.6

8.3

7.7

13.3

13.1

28.1

11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

集金

家賃督促

契約更新

敷金精算・原状回復

苦情対応

清掃

維持管理・修繕（設備点検等）

修繕積立金の管理

空室管理

[Q24 ： N=2911]

貴社にて受託・実施 貴社にて受託し、再委託 貴社では受託していないが、グループ企業・提携先が受託 貴社では実施していない・受託先はわからない 無回答

 

（２）管理業務の実施内容と実施主体 

受託管理業者が実施している管理業務としては、「苦情対応」、「敷金精算・原状回復」、「契

約更新」、「空室管理」がそれぞれ 8 割を超えている。「清掃」、「維持管理・修繕（設備点検等）」

については、再委託で実施している割合が高い。なお、「修繕積立金の管理」については、受

託管理業者の関与の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）受託管理している賃貸住宅で発生しているトラブルで対応が困難なもの 

受託管理業者にとって対応が困難なトラブルとしては、「借主間、近隣住民との間の苦情対

応」が最も多く、5 割を超えており、次いで、「退去時の原状回復の箇所や費用負担に係る家

主・借主との協議」が 4 割程度となっている。また、「無回答」は 1 割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【単一回答（あてはまるものを１つずつ選択）】 

【複数回答（あてはまるものを３つ選択）】 



 

6 
 

76.9

71.3

76.7

79.2

78.5

36.9

46.3

23.1

76.2

9.8

11.0

3.6

5.0

5.5

36.1

27.5

3.4

4.0

3.0

4.7

3.2

2.8

3.0

8.3

7.4

2.9

2.6

2.2

1.9

4.1

2.1

1.8

6.1

5.6

48.1

5.0

8.1

11.0

12.4

11.0

11.2

12.7

13.1

22.5

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

集金

家賃督促

契約更新

敷金精算・原状回復

苦情対応

清掃

維持管理・修繕（設備点検等）

修繕積立金の管理

空室管理

[Q40 ： N=726]

貴社にて受託・実施 貴社にて受託し、再委託 貴社では受託していないが、グループ企業・提携先が受託 貴社では実施していない・受託先はわからない 無回答

16.4

20.1

20.9

73.3

13.1

6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

土地又は販売業者の紹介・土地販売②③＋建築請負④＋

サブリース契約⑦＋建物管理⑨

建築請負④＋サブリース契約⑦＋建物管理⑨

賃貸住宅販売⑤＋サブリース契約⑦＋建物管理⑨

サブリース契約⑦＋建物管理⑨

上記以外

無回答

[Q33 ： N=726]

２．サブリース 

（１）事業形態 

サブリース業者のサブリース物件（賃貸住宅）に関する事業形態（関係先（グループ企業、

提携先等）との連携を含む。）としては、「サブリース契約＋建物管理」の形態をとる業者が 7
割を超えている。これに「賃貸住宅販売」又は「建築請負」を併せた形態をとる業者がそれぞ

れ 2 割程度、「土地又は販売業者の紹介・土地販売＋建築請負」を併せた形態をとる業者が 2
割近くに達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）管理業務の実施内容と実施主体 

サブリース業者が実施している管理業務としては、「敷金精算・原状回復」、「苦情対応」が

それぞれ 8 割近くに達している。「清掃」、「維持管理・修繕（設備点検等）」については、再委

託で実施している割合が高い。なお、「修繕積立金の管理」については、サブリース業者の関

与の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【複数回答（管理している物件のうち、事業形態として件数の多いもの上位３つまで選択）】 

【単一回答（あてはまるものを１つずつ選択）】 
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33.7

9.9

0.8

10.1

10.2

14.9

8.4

4.4

26.0

21.1

28.9

10.3

26.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

家主とのサブリース契約の条件変更のうち、特に賃料改定の金額

家主とのサブリース契約の条件変更のうち、特に賃料改定の時期

家主とのサブリース契約の条件変更のうち、特に上記１）、２）以外

家主からの解約申し入れに係る協議

家主への中途解約申入れに係る協議

借主に対する家賃の督促

契約更新時の借主との家賃の増額に係る協議

契約更新時の借主との契約更新料・事務手数料の増額に係る協議

退去時の原状回復の箇所や費用負担に係る家主・借主との協議

修繕の箇所や費用負担に係る家主・借主との協議

借主間・近隣住民との間の苦情対応

物件が期限までに明け渡されない場合の対応

無回答

[Q61 ： N=726]

34.3

32.5

34.3

24.0

30.7

30.3

18.9

31.3

30.4

22.7

24.2

27.0

20.0

18.5

19.0

15.8

19.1

19.0

14.6

20.0

19.6

16.7

18.9

19.1

7.2

7.3

7.0

7.2

8.0

7.2

6.7

8.7

8.5

6.1

6.9

7.3

1.4

1.4

1.8

2.8

1.9

1.7

2.5

2.1

1.8

3.0

2.8

2.9

3.9

4.4

3.4

9.8

4.3

5.8

14.5

3.9

3.3

10.2

8.1

5.1

33.3

36.0

34.4

40.5

36.0

36.1

42.8

34.2

36.4

41.3

39.1

38.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

将来の家賃変動の条件

サブリース業者が賃料減額を請求できること

賃料の固定期間・改定時期

事業・収支計画

賃料減額のリスク

空室のリスク

金利上昇のリスク

周辺の家賃相場

設定家賃額の根拠

大規模修繕計画の必要性

修繕工事費用

建物・設備の内容

[Q57 ： N=726]

貴社の賃貸不動産経営管理士が説明 貴社の賃貸不動産経営管理士以外の実務経験者が説明 貴社で説明しているが説明者は特に定めていない

貴社以外が説明 説明していない 無回答

（３）サブリース契約に関する説明内容、説明している割合 

サブリース業者が家主とのサブリース契約の締結にあたって説明している内容としては、

「将来の家賃変動の条件」、「賃料の固定期間・改定時期」、「周辺の家賃相場」が上位を占め

ているが、6 割程度にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）サブリース契約による賃貸住宅で発生しているトラブルで対応が困難なもの 

サブリース業者が対応困難であると感じているトラブルの内容としては、「家主とのサブリ

ース契約の条件変更のうち、特に賃料改定の金額」が 3 割を超えており、次いで、「借主間、

近隣住民との間の苦情対応」、「退去時の原状回復の箇所や費用負担に係る家主・借主との協

議」が 3 割近くに達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【単一回答（あてはまるものを１つずつ選択）】 

【複数回答（あてはまるものを３つ選択）】 
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すべて（10割）

15.5%

9割程度

16.9%

8割程度

17.6%

7割程度

18.7%

6割程度

7.2%

5割程度

10.4%

4割程度

1.4%

3割程度以下

12.2%

[Q13 ： N=278]

預貯金、有価証券売却

代金、退職金

23.6%

不動産売却

11.5%

遺産相続・贈与

30.4%

金融機関から

の借り入れ

33.7%

金融機関以外

からの借り入れ

0.0%

その他

0.8%

[Q11 ： N=365]

 家 主  

○家主向け実態調査の結果概要 

・有効サンプル数        ： ４１４名 

サブリース         ： １５５名（３７．４％） 

サブリース＋サブリース以外 ： １０４名（２５．２％） 

サブリース以外        ： １５５名（３７．４％） 

 

 

１．所有賃貸住宅の取得購入・建築等における資金調達 

（１）資金調達の方法 

資金調達の方法としては、「金融機関からの借り入れ」が最も多く、3 割を超えている。ま

た、「預貯金、有価証券売却代金、退職金」も多く、2 割を超えている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（２）金融機関からの借り入れの割合 

借り入れの割合としては、物件購入価格の「7 割程度」、「8 割程度」、「9 割程度」、「すべて

（10 割）」が、それぞれ 2 割弱となっている。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【単一回答】 

【単一回答】 
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19.8 

25.1 

30.2 

23.9 

15.7 

8.2 

1.9 

40.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関連書籍や教材等の購入

セミナーや不動産投資スクールへの参加

インターネット（SNS等）による情報収集

友人・知人からの情報提供

コンサルタントへの相談

投資家コミュニティへの参加

その他

特になし

[Q14 ： N=414]

入居者募集から契約までを業者に委託し、

それ以外の管理は自ら行っている

25.5%

入居者募集から契約までを業者に委託し、それ以外

の管理も一部は業者に委託している

25.9%

入居者募集から契約、それ以降の管理も

全て業者に委託している

28.2%

入居者募集は自ら実施し、

それ以外の管理は業者に

委託している

1.5%

入居者募集は自ら実施し、

それ以外の管理も一部は

業者に委託している

0.4%

業者に任せず、全て自ら管理している

18.5%

[Q15 ： N=259]

２．賃貸住宅経営に関する知識の習得方法 

賃貸住宅経営に関する知識の習得方法としては、「インターネット（SNS 等）による情報収集」

が最も多く、3 割程度となっており、次いで、「セミナーや不動産投資スクールへの参加」、「友

人・知人からの情報提供」が 2 割を超えている。一方、「特になし」が 4 割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．所有する賃貸住宅の入居者募集や契約、入居中の管理方法 

所有しているサブリース以外の賃貸住宅の管理方法については、「業者に任せず、全て自ら管

理している」が 2 割程度にとどまっている。一方、「入居者募集から契約、それ以降の管理も全

て業者に委託している」、「入居者募集から契約までを業者に委託し、それ以外の管理も一部は

業者に委託している」、「入居者募集から契約までを業者に委託し、それ以外の管理は自ら行っ

ている」等、「入居者募集から契約などの管理業務の全て又は一部を業者に委託している」割合

が 8 割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【複数回答（あてはまるものを全て選択）】 

【単一回答】 
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26.1 

19.9 

13.7 

17.1 

25.1 

23.7 

21.8 

13.3 

28.0 

25.1 

64.9 

70.6 

79.1 

76.8 

69.2 

61.1 

68.7 

81.0 

46.4 

62.6 

7.1 

8.5 

4.7 

4.3 

1.9 

11.8 

8.1 

4.3 

22.3 

10.4 

1.9 

0.9 

2.4 

1.9 

3.8 

3.3 

1.4 

1.4 

3.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賃料等の集金

家賃督促

賃貸借契約の更新

敷金精算・原状回復

入居者からの苦情対応

清掃

建物・設備の維持管理・点検・修繕等

入居時の契約支援（契約時の管理内容の説明等）

修繕積立金の管理

空室管理

[Q17 ： N=211]

自ら実施している

業者に委託し実施している

実施していない（対応していない）

分からない

４．受託管理 

（１）管理業務の実施状況 

家主が受託管理業者に委託している管理業務としては、「入居時の契約支援（契約時の管理

内容の説明等）」、「賃貸借契約の更新」がそれぞれ 8 割程度、次いで、「敷金精算・原状回復」

が 8 割近くに達しており、「家賃督促」が 7 割程度となっている。なお、「修繕積立金の管理」

や「賃料等の集金」については、一定の割合で管理業者に委託している一方、家主自ら実施し

ている割合も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単一回答（あてはまるものを１つずつ選択）】 
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50.2 

40.3 

52.2 

44.3 

40.8 

17.4 

8.0 

23.4 

7.5 

20.9 

24.4 

24.4 

20.4 

31.3 

18.9 

10.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身の賃貸契約および管理に関する専門知識が不足していると感じるから

細やかな入居者管理を行う時間的余裕がないから

契約更新・終了時のトラブルをなくしたいから

建物に関するトラブル発生時に、適時適切に対応してほしいから

入居者とのトラブル発生時に、第三者として間に入って調整してほしいから

災害発生時に、適時適切に対応してほしいから

相続前に委託をしていたものをそのまま継続しているから

物件が自宅から遠くて、管理が難しいと感じるから

自身の高齢化により、管理が難しいと感じるから

集金業務を自身で行うことが大変だから

建物の維持・管理を自身で行うことが大変だから

契約更新時の調整を自身で行うことが大変だから

契約終了時の調整を自身で行うことが大変だから

自ら行うよりも委託するほうが結局効率的だから

自ら行うよりも委託するほうが高い水準の管理が可能だから

これまで付き合いのある不動産業者が安心できるから

その他

[Q19 ： N=201]

24.6 

12.8 

9.5 

20.9 

10.0 

11.8 

6.6 

6.2 

9.0 

6.2 

4.3 

7.1 

0.0 

44.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

滞納家賃が発生し、家賃が適切に入金されない

賃料・敷金などが、管理業者から入金されるまでに時間を要する

賃料・敷金などが、管理業者から入金されないことがある

入居者からの修繕などの要望対応に手間やお金がかかる

入居者からの修繕などの要望対応にどう対応したらよいかわからない

入居者間・近隣住民とのトラブルへの対応が難しい、手間がかかる

管理業者に委託しているのに、入居者から様々な連絡がくる

管理業者から管理業務に関する報告がなく、適切に対応がなされているか把握できない

管理業務の内容に関する認識が管理業者との間で異なっており、期待する対応がなされない

内容、金額等に関する協議がないまま勝手に修繕等が行われ、費用を請求される

管理業者から入金される賃料等から不明な費用が差し引かれている

管理業者が、どこまで対応してくれるのかよくわからない

その他

特にトラブルはない

[Q21 ： N=211]

（２）管理業務を委託している理由 

管理業務を委託している理由としては、「契約更新・終了時のトラブルをなくしたいから」、

「自分自身の賃貸契約および管理に関する専門知識が不足していると感じるから」がそれぞ

れ 5 割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）トラブルの経験内容 

受託管理業者との間のトラブルの内容としては、「賃料・敷金などが、管理業者から入金さ

れるまでに時間を要する」又は「入金されないことがある」があわせて 2 割を超えている。ま

た、「管理業務の内容に関する認識が管理業者との間で異なっており、期待する対応がなされ

ない」、「内容、金額等に関する協議がないまま勝手に修繕等が行われ、費用を請求される」、

「管理業者から管理業務に関する報告がなく、適切に対応がなされているか把握できない」等

のトラブルもあわせて 3 割近くに達している。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【複数回答（あてはまるものを全て選択）】 

【複数回答（あてはまるものを全て選択）】 

※「Ｑ15」で、「管理業務を業者に任せず、全て自ら管理」を選択した家主を除いて再集計 
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47.5 

48.3 

16.6 

26.3 

18.5 

23.6 

25.9 

10.4 

12.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安定的な収入を得たいと考えたから

管理等の手間が大変だから

家族・周囲に勧められたから

サブリース業者の提案に納得したから

不動産業者（宅地建物取引業者）に勧められたから

少しでも手間を省きたいから

なるべく手間のかからない形にしたいから

相続・取得した段階でサブリースで行われていたから

最初からサブリースを前提に話を進めたから

その他

[Q29 ： N=259]

10.0 

2.7 

47.9 16.2 

1.6 

21.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

[Q34 ： N=259]

サブリース業者のみ 金融機関のみが関与

不動産業者又は建設会社が関与（※） 不動産業者又は建設会社から営業（勧誘）を受けた（※）

金融機関から営業（勧誘）を受けた 一切営業を受けていない

サブリース業者から営業（勧誘）を受けた (60.6) サブリース業者から営業（勧誘）を

受けていない (39.4)

（※）金融機関が関与しているケースも含む

不動産業者又は建設会社が関与する営業（勧誘） (64.1)

（※）複数の業者から営業（勧誘）を受けている場合がある

５．サブリース 

（１）サブリース契約を選んだ理由 

賃貸住宅経営に際し、サブリース契約を選んだ理由としては、「管理等の手間が大変だか

ら」、「安定的な収入を得たいと考えたから」がそれぞれ 5 割近くに達している。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）サブリースに関する営業（勧誘）の状況 

所有するサブリース物件の取得（購入）に際して受けた営業（勧誘）状況としては、8 割

程度が営業（勧誘）を受けており、そのうち、「サブリース業者」のみの営業（勧誘）の割

合は 1 割にとどまり、「不動産業者」又は「建設会社」が関与する営業（勧誘）の割合が 6
割を超えている。また、これらの営業（勧誘）のうち、「サブリース契約を前提とした営業

（勧誘）であった」が 7 割を超えている。 

・所有するサブリース物件の取得（購入）に際して受けた営業（勧誘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【複数回答（あてはまるものを全て選択）】 

※「Ｑ34」の家主が業者毎に受けた営業（勧誘）の状況より再集計 



 

13 
 

サブリース契約を前提とした

営業（勧誘）であった

73.4%

サブリース契約を前提としない

営業（勧誘）であった

25.1%

その他

1.5%

[Q36 ： N=203]

53.7

55.6

45.2

49.4

52.9

49.4

55.6

55.2

51.0

55.2

52.9

60.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物・設備の内容

修繕工事費用

大規模修繕計画の必要性

設定家賃額の根拠

周辺の家賃相場

金利上昇のリスク

空室のリスク

賃料減額のリスク

事業・収支計画

賃料の固定期間・改定時期

サブリース業者が賃料減額を請求できること

将来の家賃変動の条件

[Q37 ： N=259]

 

 

・サブリース物件取得に際して受けた営業（勧誘）が、サブリース契約を前提としたものか否か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）サブリース契約に関する説明内容、説明を受けた割合 

サブリース契約の締結時に説明を受けている内容としては、「将来の家賃変動の条件」、「空

室のリスク」、「修繕工事費用」、「賃料の固定期間・改定時期」、「賃料減額のリスク」が上位を

占めているが、6 割程度にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単一回答】 

【複数回答（あてはまるものを全て選択）】 
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22.8 

11.2 

15.8 

10.8 

5.8 

6.9 

6.2 

2.7 

2.7 

7.7 

0.8 

52.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サブリース業者から、サブリース物件の収入や費用、契約内容の変更条件などが家主

に十分な説明がないまま契約を求められた

サブリース業者にサブリース契約の条件変更等を拒否された

サブリース業者からサブリース契約の途中での大幅な賃料減額等の予期せぬ条件変

更を求められた

サブリース業者から想定していなかった修繕費用などの請求を受けた

合理的な理由なく、一方的にサブリース契約を中途解約されたりその旨を示唆されたり

した

サブリース業者が入居差別など、不適切な入居審査や賃貸契約を行っている

サブリース業者の中途解約や倒産等により自ら管理しなければならなくなった

サブリース業者にサブリース契約を更新しない旨の通知をしたが拒否された

サブリース業者にサブリース契約の解約の申し入れを拒否された

入居者が退居後の空室管理が杜撰で、次の入居者がすぐに見つからなかった

その他

特にトラブルはない

[Q39 ： N=259]

 

（４）トラブルの経験内容 

サブリース業者との間で発生したトラブルの内容としては、「サブリース業者から、サブリ

ース物件の収入や費用、契約内容の変更条件などが家主に十分な説明がなかった」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【複数回答（あてはまるものを全て選択）】 



 

15 
 

3.2 

2.1 

11.7 

8.5 

29.8 

13.8 

9.6 

5.3 

14.9 

23.4 

2.1 

1.1 

4.3 

5.3 

13.8 

10.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家賃の支払いを滞った覚えはないのに、家賃の滞納請求がきた

強引な家賃の滞納請求を受けた

家主や管理業者から不明朗な費用の請求があった

家主や管理業者からの費用請求の際の説明が不十分

水もれや設備の故障等修繕の必要性が発生した際、対応に著しく時間がかかった

水もれや設備の故障等修繕の必要性が発生した際、対応してくれなかった

水もれや設備の故障等修繕の必要性が発生した際、支払う必要がないと考えられる費用の

負担を求められた

室内の設備が壊れ不自由が生じ、家賃の減額等を求めたが応じてもらえなかった

入居中に管理サービスの水準が低下した

入居者同士でのトラブルが発生した

住み続けたかったが契約更新を拒否された

契約更新時に想定外の家賃の増額を求められ、話し合いがなかなかつかなかった

契約更新時の更新料や事務手数料に関し、話し合いがなかなかつかなかった

退去時の原状回復工事の内容に関し、家主等との話し合いがなかなかつかなかった

退去時の原状回復に関し、支払う必要がないと考えられる費用の負担を求められた

退去時の敷金の返還額に納得がいかなかった

不当に退去を命じられた

[Q10 ： N=94]

 入居者  

 

○入居者向け実態調査の結果概要 

・有効サンプル数  ： ３１０名 

 

 

（１）トラブルの経験内容 

過去に経験したことのあるトラブルの内容としては、「水漏れや設備の故障等修繕の必要

性が発生した際、対応に著しく時間がかかった」又は「対応してくれなかった」があわせて

4 割を超えている。また、「入居者同士でのトラブルが発生した」、「入居中に管理サービスの

水準が低下した」、「退去時の原状回復に関し、支払う必要がないと考えられる費用の負担を

求められた」も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【複数回答（あてはまるものを全て選択）】 



 

16 
 

34.2 

8.7 

42.3 

17.1 

23.9 

33.9 

30.0 

7.1 

15.2 

27.1 

14.5 

13.2 

3.5 

11.9 

37.7 

16.5 

21.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家賃の支払いを滞った覚えはないのに、家賃の滞納請求がくる

強引な家賃の滞納請求を受ける

家主や管理業者から不明朗な費用の請求がある

家主や管理業者からの費用請求の際の説明が不十分

水もれや設備の故障等修繕の必要性が発生した際、対応に著しく時間がかかる

水もれや設備の故障等修繕の必要性が発生した際、対応してくれない

水もれや設備の故障等修繕の必要性が発生した際、支払う必要がないと考えられる費用の

負担を求められる

室内の設備が壊れ不自由が生じ、家賃の減額等を求めたが応じてもらえない

入居中に管理サービスの水準が低下する

入居者同士でのトラブルが発生する

住み続けたかったが契約更新を拒否される

契約更新時に想定外の家賃の増額を求められ、話し合いがなかなかつかない

契約更新時の更新料や事務手数料に関し、話し合いがなかなかつかない

退去時の原状回復工事の内容に関し、家主等との話し合いがなかなかつかない

退去時の原状回復に関し、支払う必要がないと考えられる費用の負担を求められる

退去時の敷金の返還額に納得がいかない

不当に退去を命じられる

[Q13 ： N=310]

 

（２）入居中・契約更新時・退去時等に発生すると深刻だと思うトラブルの内容 

入居中や契約更新時、退去時等に発生すると深刻であると思うトラブルの内容としては、

「家主や管理業者から不明朗な費用の請求がある」が最も多く、4 割を超えている。次いで、

「退去時の原状回復に関し、支払う必要がないと考えられる費用の負担を求められる」が 4 割

近くに達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【複数回答（あてはまるものを５つまで選択）】 


